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現場でのマーカ座標一覧の印刷

マークしていない座標(表 )　
は印刷されなくなりました！

表示単位の変更

深度校正と深度表示の連動 マーカ座標リストの表示 ＣＦ読み込みデータの表示

減算

カーソルマーカ座標を４２個に拡張 探査データのスクロール変更

電源起動時の感度設定

保存フォルダの拡張

固定カーソルの強調
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≪自動マーカ機能≫ 操作方法

Step１１.Start ボタンを押し、今まで通り探査をする

Step２.Ｍａｒｋボタンを押し、自動マーカを実行する

Step３.Set ボタンを押し、マーカ座標一覧を表示する

FinishFinish. マーカの追加・修正し、ソートする

→
探査開始位置

を決めて、

探査を

始めます。

→

STARTﾎﾞﾀﾝを押す 走査し、探査する STARTﾎﾞﾀﾝで探査終了

探査終了時の画面

←表示

 が

無い

のを

確認 →

→

MARKﾎﾞﾀﾝを押し、

マーカ座標一覧を表示

→

自動マーカ機能を実行

実行中・・・

→ →

自動マーカ完了！

SETﾎﾞﾀﾝを押し、

設定画面を表示する

→

設定画面 かぶりやピッチを確認

※自動マーカの適応範囲は、かぶり厚 約 100mm・ピッチ 約 75mm 程度までの金属反射のみです

※鉄筋の直上を走行したり、層 (界面 )の反射 (横縞 )があると正常に動作しないことがあります

自動マークでの漏れ

→ →

設定画面２頁でソート

→

MARKﾎﾞﾀﾝで手動マーク ソート完了！




